
歴
史
を
伝
え
る
も
の

道
や
堀

歴
史
を
偲
ぶ
建
物

寺・神
社・ま
ち
の
史
跡

●1 

遠
構
え
跡

　

高
崎
城
下
の
外
堀
り
を
遠
構
え
と
い
う
。長
野
堰

の
分
水
、新
井
堰
が
四
ツ
屋
、赤
坂
境
よ
り
遠
構
え
に

流
れ
込
み
、長
松
寺
の
北
裏
を
流
れ
て
い
る
。

●2 

木
戸
跡

　

上
の
木
戸
は
常
盤
町
交
差
点
、町
口
木
戸
は
長
松

寺
の
南
辺
り
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。木
戸
内
に
は
御

番
所
が
置
か
れ
て
い
た
。

●3 

大
津
屋
跡（
薬
種
問
屋
）

　

瀧
川
喜
平
の
居
宅
と
店
舗
が
あ
っ
た
。黒
塗
り
の

土
蔵
造
り
の
店
舗
で
、店
の
黒
壁
の
前
に「
右
三
国

道
、左
中
仙
道
」と
刻
ま
れ
た
道
し
る
べ
が
あ
っ
た
。

●4 

官
宅
跡

　

明
治
時
代
、こ
の
界
隈
に
歩
兵
第
十
五
聨
隊
の
官

舎
が
あ
っ
た
。家
屋
は
平
屋
で
、板
塀
が
め
ぐ
ら
さ

れ
、枳
殼
の
垣
根
な
ど
も
こ
の
界
隈
の
特
徴
。

●5 

神
武
遥
拝
所
跡

　

明
治
初
期
、禊
社
中
の
信
徒
が
建
築
。上
和
田
の
小

高
い
境
内
は
桜
見
物
で
賑
わ
っ
た
。祭
典
は
毎
年
四

月
三
日
で
あ
っ
た
。

●6 

鯉
池
跡

　

長
松
寺
の
北
の
坂
下
は
湿
地
の
堀
で
鯉
池
と
呼
ば

れ
た
。そ
こ
に
川
魚
を
出
す
小
料
理
屋
や
茶
店
が
あ

っ
て
賑
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
。

●7 

長
松
寺
の
水
車
跡

　

長
松
寺
北
東
隅
と
北
西
の
一
角
に

長
松
寺
の
水
車
が
あ
っ
た
。得
利
稲
荷

を
下
っ
た
所
の
水
車
は
、元
禄
三
年

（
1
6
9
0
）に
廻
り
始
め
る
。高
崎
藩

の
公
認
水
車
で
あ
っ
た
。ウ
ナ
ギ
や
鮭

が
上
る
ほ
ど
水
の
流
れ
が
き
れ
い
で

あ
っ
た
と
い
う
。

●8 

神
武
三
階
湯
跡

　

神
武
遥
拝
所
の
南
に「
神
武
三
階

湯
」が
あ
っ
た
。「
奥
の
湯
」の
上
和
田

鉱
泉
と
と
も
に
親
し
ま
れ
、大
勢
の
客

で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

●9 

赤
坂
町
の
山
車

　

三
代
目
の
山
車
、大
正
十
二
年

（
１
９
２
３
）の
も
の
。人
形
は
猿
田
彦

大
神
。猿
面
に
金
の
立
烏
帽
子
を
冠
っ
て
い
る
。

●10 

常
盤
町
の
山
車

　

昭
和
五
十
六
年（
１
９
８
１
）焼
失
。町
の
宝
、伝
統

を
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
の
一
念
か
ら
、昭
和
五
十
七

年（
１
９
８
２
）に
復
元
。人
形
は
牛
若
丸
。

●11 

歌
川
町
の
山
車

　

山
車
は
大
正
十
三
年（
１
９
２
４
）の
も
の
で
、人

形
は
藤
原
定
家
。定
家
と
藤
原
家
隆
が
旅
の
途
中
に

行
き
合
い
歌
を
詠
み
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
人
形
に

な
っ
た
と
さ
れ
る
。

●12 「
高
崎
学
校
」の
額

　

中
央
小
学
校
玄
関
に「
高
崎
学
校
」の
額
が
掛
か
っ

て
い
る
。隷
書
体
で
、筆
者
は「
源
桂
閣
」と
あ
り
、こ

れ
は
最
後
の
高
崎
城
主
、大
河
内
輝
貞
で
あ
る
。

●13 

小
島
鉄
工
所
跡

　

近
代
工
業
の
父
と
も
い
え
る
小
島
弥
平
が
興
し

た
、明
治
期
高
崎
を
代
表
す
る
近
代
的
鋳
物
工
場
。工

場
は
現
在
、八
幡
工
業
団
地
に
あ
る
。

●15 
三
国
道

　

本
町
一
丁
目
交
差
点
が
分
岐
と
な
り
、西
に

中
山
道
、北
に
三
国
道
と
分
か
れ
る
。

●16 

吉
兵
衛
堀

　

清
水
吉
兵
衛
が
開
い
た
と
さ
れ
る
水
路
。烏

川
の
川
岸
に
出
る
の
に
用
い
ら
れ
、川
下
に
は

舟
に
水
車
を
つ
け
た
舟
車
が
あ
っ
た
と
い
う
。

●17 

歌
の
橋
跡

　

美
峰
酒
類
株
式
会
社
の
西
南
端
、中
山
道
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。新
古
今
和
歌
集
の
撰
者
で
歌
人
と
し

て
名
高
い
藤
原
定
家
が
、旅
の
途
中
に
藤
原
家
隆
と

偶
然
出
会
い
、歌
を
詠
み
合
っ
た
場
所
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

●26 

清
水
家「
十
一
屋
」（
非
公
開
）

　

主
屋
に
前
庭
を
配
置
し
て
お
り
、街
道
沿
い
の
町

家
の
趣
き
と
対
照
を
な
し
て
い
る
。昭
和
初
期
の
建

築
と
い
わ
れ
、軽
快
な
入
母
屋
屋
根
や
丁
寧
に
つ
く

ら
れ
た
細
部
か
ら
、近
代
和
風
の
流
れ
に
あ
る
と
い

え
る
。

●27 

柳
澤
家（
非
公
開
）

　

間
口
三
間
の
小
規
模
な
町
家
。二
階
階
高
は
低
く
、

全
体
に
質
素
な
た
た
ず
ま
い
。切
妻
屋
根
の
傾
き
も

緩
く
、建
築
時
期
は
明
治
以
前
に
遡
る
と
い
わ
れ
る
。

●14 

中
山
道

　

京
都
と
江
戸
を
結
ぶ
街
道
で
、宿
駅
が
整
備
さ
れ

た
の
は
慶
長
九
年（
１
６
０
４
）。高
崎
宿
は
江
戸
日

本
橋
か
ら
十
三
番
目
。

●18 

紋
谷
家（
非
公
開
）

　

二
階
建
で
、水
平
の
陸
屋
根
と
窓
、そ
し
て
一
階
の

開
き
戸
な
ど
、近
代
建
築
風
に
み
え
る
構
成
が
特
色
。

こ
う
し
た
意
匠
が
、い
わ
ゆ
る
看
板
建
築
。大
正
期
の

建
築
と
い
わ
れ
る
。

●19 

旧
日
の
丸
幼
稚
園（
非
公
開
）

　

木
造
平
屋
建
。入
母
屋
屋
根
の
妻
面
に
破
風
を
設

け
て
、印
象
的
な
正
面
と
な
っ
て
い
る
。側
面
の
壁
は

横
羽
目
の
板
張
り
で
、控
え
壁
が
柱
ご
と
に
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
。昭
和
初
期
の
建
築
。設
計
金
森
金

平
。旧
子
守
学
校
、旧
日
の
丸
保
育
園
。

●20 

N
家（
非
公
開
）

　

赤
坂
へ
上
っ
て
い
く
中
山
道
に
沿
っ
て
建
つ
街
道

の
風
情
を
伝
え
る
町
家
。二
階
窓
の
組
子
の
模
様
が

特
色
で
、切
妻
屋
根
は
当
初
板
葺
き
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。創
建
は
明
治
以
前
に
遡
る
と
い
わ
れ
る
。

●21 

増
尾
家（
非
公
開
）

　

二
階
建
の
町
家
。米
穀
な
ど
を
扱
う
店
舗
で
、以
前

一
階
は
全
面
引
き
戸
、店
土
間
の
つ
く
り
で
あ
っ
た

と
い
う
。一
階
正
面
の
高
さ
が
45
㎝
以
上
あ
る
差
し

も
の
が
特
徴
。

●22 

岡
醤
油
醸
造
株
式
会
社（
非
公
開
）

　

二
階
建
だ
が
、二
階
階
高
は
低
い
、い
わ
ゆ
る
厨
子

二
階
で
漆
喰
の
壁
仕
上
げ
。建
築
は
明
治
期
と
い
わ

れ
る
。一
階
は
全
面
引
き
戸
、か
つ
て
の
店
舗
の
様
子

が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
。

●23 

財
団
法
人
山
田
文
庫（
現
在
図
書
館
）

　
（
た
か
さ
き
都
市
景
観
賞
）

　
（
た
か
さ
き
都
市
景
観
重
要
建
築
物
等
）

　

主
屋
は
、寄
せ
棟
屋
根
の
蔵
造
り
で
、二
階
に
は
座

敷
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。な
お
、周
囲
の
レ
ン
ガ
塀

は
、本
町
に
あ
っ
た
旧
茂
木
銀
行
の
レ
ン
ガ
で
構
築

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

主
屋
西
の
茶
室
は
、信
州（
長
野
県
）か
ら
明
治
期

に
移
築
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。材
料
は
木
細
く

軽
や
か
な
構
成
だ
が
、屋
根
の
か
け
か
た
は
変
化
に

富
み
、数
寄
屋
風
の
意
匠
を
も
っ
て
い
る
。

●24 

美
峰
酒
類
株
式
会
社
レ
ン
ガ
倉
庫（
非
公
開
）

　
（
た
か
さ
き
都
市
景
観
賞
）

　

レ
ン
ガ
造
に
み
え
る
が
、実
際
は
柱・梁
の
構
造
で
、

外
に
レ
ン
ガ
壁
を
巡
ら
せ
て
い
る
。レ
ン
ガ
壁
は
長
手

と
小
口
を
交
互
に
並
べ
る
イ
ギ
リ
ス
積
み
。上
部
は

段
々
に
迫
り
出
し
屋
根
を
支
え
る
軒
蛇
腹
を
巡
ら
せ
、

レ
ン
ガ
造
の
意
匠
が
施
さ
れ
て
い
る
。大
正
期
の
建
築
。

●25 

清
水
家「
穀
新
」（
非
公
開
）

　

一
、二
階
と
も
に
連
子
格
子
の
主
屋
と
、腰
に
ナ
マ

コ
壁
、上
部
が
漆
喰
の
妻
入
土
蔵
が
並
ん
だ
重
厚
な

町
家
の
た
た
ず
ま
い
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。た
か
さ

き
都
市
景
観
賞
受
賞
後
、平
成
十
一
年（
１
９
９
９
）

に
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、敷
地
西
の
小
路
を
入

る
と
レ
ン
ガ
塀
が
残
る
。

●28 

赤
坂
山
長
松
寺（
曹
洞
宗
）

　

永
正
四
年（
1
5
0
7
）臨
済
宗
と
し
て
金
井
宿
に

創
建（
開
闢
嶽
應
元
海
）。寛
永
元
年（
1
6
2
4
）曹

洞
宗
に
改
宗
さ
れ
て
現
在
地
に
移
転（
開
山
虎
谷
春

喜
）。

　

天
井
絵（
市
指
定
重
要
文
化
財
二
点
）

　

享
保
十
一
年（
1
7
2
6
）の
火
災
で
焼
失
し
た
本

堂
の
再
建
時
、寛
政
元
年（
1
7
8
9
）に
製
作
し
掲

げ
ら
れ
た
。作
者
は
狩
野
探
雲
。

　

駿
河
大
納
言
の
切
腹
の
間

　

庫
裏
の
一
間
に
は
、徳
川
三
代
将
軍
家
光
の
命
に

よ
り
、駿
河
大
納
言
忠
長
が
切
腹
し
た
部
屋
が
約
百

四
十
年
の
後
、安
永
二
年（
1
7
7
3
）高
崎
城
内
よ

り
移
築
さ
れ
て
い
る
。

　

私
立
高
崎
樹
徳
子
守
学
校

　

明
治
三
十
五
年（
1
9
0
2
）北
小
学
校
開
校
。翌

三
十
六
年（
1
9
0
3
）同
校
教
員
の
力
を
借
り
て
開

校
。明
治
三
十
八
年（
1
9
0
5
）文
部
省
認
可
。子
守

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
児
童
に
普
通
教
育
を
授
け
る

こ
と
を
目
的
と
さ
れ
た
。昭
和
十
九
年（
1
9
4
4
）

に
廃
校
と
な
っ
た
。

　

群
馬
県
尋
常
中
学
校
群
馬
分
校

　

明
治
三
十
年（
１
８
９
７
）赤
坂
町
の
長
松
寺
に
創

立
さ
れ
た
。高
崎
高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
。

●29 

松
隆
山
恵
徳
寺（
曹
洞
宗
）

　

箕
郷
町（
旧
白
川
村
）の
瀧
澤
寺
の
末
寺
。天
正
年

間（
１
５
７
３
〜
１
５
９
２
）井
伊
直
政
は
伯
母
恵
徳

院
の
た
め
に
箕
輪
の
日
向
峰
に
御
堂
を
創
建
し
た

が
、慶
長
三
年（
１
５
９
８
）高
崎
に
移
る
と
き
、こ
の

御
堂
を
城
北
榎
森
に
移
し
、恵
徳
寺
と
号
し
た
。

●30 

十
一
面
観
音
堂

　

恵
徳
寺
境
内
に
あ
り
、本
尊
は
十
一
面
観
音
。安
永

九
年（
1
7
8
0
）の『
閭
里
歳
時
記
』に「
元
赤
坂
山

長
松
寺
の
南
西
に
あ
り
、普
門
寺
持
の
頃
は
、赤
坂
下

町
観
音
と
い
わ
れ
、毎
年
八
月
十
日
が
四
万
八
千
日

の
お
祭
り
で
賑
や
か
で
あ
っ
た
」と
あ
り
、現
在
も
お

祭
り
は
つ
づ
い
て
い
る
。

●31 

高
崎
神
社（
熊
野
大
権
現
）

　

高
崎
の
総
鎮
守
。も
と
は
熊
野
神
社
と
称
し「
オ
ク

マ
ン
サ
マ
」と
呼
ば
れ
、市
民
に
親
し
ま
れ
た
。高
崎

神
社
と
い
う
名
は
明
治
四
十
一
年（
１
９
０
８
）に
名

付
け
ら
れ
た
。祭
礼
は
毎
年
四
月
二
、三
日
が
春
季
例

大
祭
、十
月
十
八
、十
九
日
が
秋
季
例
大
祭
。

　

高
崎
神
社
の
鰐
口（
市
指
定
重
要
文
化
財
）

　

寺
社
の
軒
先
に
つ
る
し
、参
拝
者
が
綱
を
振
り
打

ち
鳴
ら
す
金
属
製
の
音
具
。鋳
金
し
た
あ
と
黒
漆
を

塗
り
、周
縁
に
中
世
の
銘
文
を
刻
し
て
い
る
。

●32 

美
保
大
国
神
社

　

昭
和
四
年（
１
９
２
９
）商
工
業
の
振
興
を
は
か
る

た
め
、島
根
県
の
美
保
神
社
よ
り
恵
比
寿
様
の
分
霊

を
迎
え
、大
黒
様
と
と
も
に
祀
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
。

そ
の
後
ゑ
び
す
講
は
、毎
年
十
一
月
十
九
、二
十
日
に

行
わ
れ
た
が
、近
年
は
十
一
月
第
四
土
曜
、日
曜
日
に

変
更
さ
れ
、高
崎
の
名
物
行
事
と
な
っ
て
い
っ
た
。
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と
う
が
ま

か
ん
た
く

じ
ん
む
よ
う
は
い
じ
ょ

じ
ん
む
さ
ん
が
い
ゆだ 

し

こ
い
け

み
く
に
ど
う

き
ち
べ
い
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千代橋跡

笠森稲荷碑

十一面 観音堂

公共栓

赤坂町
の山車

N

番所跡

元お団子屋

官宅跡

赤坂町

六社稲荷

岡醤油醸造株式会社

得利稲荷

松隆山恵徳寺

赤坂山長松寺

吉兵衛堀

常盤町

二階長屋

柳川町

堰代町

本町

上和田町

並榎町

赤坂町・常盤町・歌川町の沿革

３時間コース（歴史景観）

半日コース（寺社）+

赤坂町・常盤町・歌川町マップづくりの会
（平成16年春作成）

医院

公民館 市内循環バスぐるりん
（少林山線）

銀行

公衆電話

郵便ポスト

※駐車場は高崎市駐車場案内システムをご利用ください。

広域避難場所

小島鉄工所跡

  高崎神社
（熊野大権現）

五社稲荷

神武遥拝所跡

筏場稲荷跡

美保大国神社

※筏場五軒町跡

常盤橋

鯉池跡

歌の橋跡
旧日の丸幼稚園

N家

増尾家

紋谷家

木戸跡

御番所跡

岡醤油の旧麹室

水車跡

「高崎学校」の額

歌川町の山車

常盤町の山車

木戸跡

美峰酒類（株）レンガ倉庫

二階長屋

清水家
「十一屋」

柳澤家

清水家
「穀新」

交番跡

（財）山田文庫

遠構え跡

大津屋跡
（薬種問屋）

鯉池跡

長松寺の水車跡

長松寺の水車跡
馬つなぎ跡

坊主山跡

市立中央小学校

神武三階湯跡ま

梅の湯跡

高崎城址堀
（高崎城址親水公園）

奥の湯跡

旧深町家の
 レンガ塀

こうじむろ

「穀新」のレンガ塀

神武の桜跡

八十二銀行

中山道中山道

北一條通

北仲通

歌川町

烏 川

北
門
通

中中
山山道道

三三
国国
道道

北一
條通
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   慶長年間（1596～1614）に成立した長い歴史を持
ち、本町一丁目の交差点から中山道に入り、京口（常盤
町口）につづく。町名は、坂が多く、赤坂荘の古名にち
なんで付けられたといわれる。職人町としての往時の
姿が偲ばれる。

赤坂町

　正徳元年（1711）間部詮房の時、赤坂村の田を埋め
たのが始まり。上の木戸があったとされる近くには、御
年貢地、水車があったと伝えられ、その水路はいまも
残る。

常盤町

　烏川に沿って中山道が通り抜ける。もとは五軒町、
筏場などとも呼ばれ、明治4年（1871）に歌川町となる。
町名の由来は、鎌倉時代初めの歌人藤原定家と藤原
家隆が旅の途中で出会い和歌を詠み合った名勝「歌
の橋」からとされる。

歌川町

　以前は筏場五軒町と呼ばれていた。歌川町の烏川向こ
う岸に筏場の小字が残ることや、筏場稲荷が祀られてい
た。その呼び名は今も伝えられている。

※筏場五軒町

AKASAKA.TOKIWA.U

TA
GA
W
A

四ツ屋町

文

市立第一中学校
文

赤坂・常盤・歌川
めぐり

赤坂・常盤・歌川
めぐり
̶歴史と景観̶̶歴史と景観̶

市内循環バスぐるりん
（高経大線・大八木線）

トイレ

とくり い な り

公園

けいちょう

きょうぐち

あかさかのしょう

しょうとく ま な べ あきふさ

お

ね ん ぐ ち

ごけんちょう

ふじわらのていか ふじわらの

いかだば

いえたか

いかだばごけんちょう

こ あ ざ まつ

　このマップは、「歴史的建築物活用まちづくり」の活動
により、 “赤坂町・常盤町・歌川町マップづくりの会”を
中心に、この町の住人が作成しました。


